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I

序　　　文　

　

　房総半島の東京湾側中央部に位置する袖ケ浦市は、内陸部を流れる小櫃

川によって形成された自然環境を活かした農業地域を形づくる一方で、海

岸部は京葉工業地帯の一翼を担う工業地域として大きく発展を遂げてまい

りました。近年では、袖ケ浦駅の海側地区において宅地開発が進み、首都

圏近郊からの移住者の増加など、さらなる発展が見込まれております。

　本市では、令和２年度に第三期袖ケ浦市教育ビジョンを策定し、基本目

標に「未来を創る　心豊かで　いきいきとした　人づくり」を掲げ、【子

ども】【生涯学習】【スポーツ】【文化財・文化芸術】の領域で基本目標を

実現するための様々な取り組みを進めております。

　袖ケ浦市内には 500 か所を超える遺跡が所在し、先人の生活痕跡が地中

に数多く残っていますが、遺跡所在地での開発行為も増加しています。

　そこで本市では、国及び県の補助を受け、各種の開発事業に先立って市

内に所在する遺跡の発掘調査を実施し、調査成果を発掘調査報告書として

広く公開することによって開発行為と埋蔵文化財保護との調和を図ってお

ります。

　このたび発行する本書が学術資料としてはもとより、文化財に対する関

心と理解を深める一助として、多くの方々に活用されることを切に願って

おります。

　最後になりましたが、発掘調査の実施から本書の刊行に至るまで、多大

なるご理解とご協力をいただきました千葉県教育庁教育振興部文化財課を

はじめ、土地所有者及び事業者の皆様に、心より感謝申し上げます。

　　

　令和５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袖ケ浦市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　御園　朋夫
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例　　言

１．�本書は、袖ケ浦市大
おおたけ

竹字筑
つき

田
だ

311 番地１に所在する笊田遺跡第５次調査（遺跡コード SG014（５））と同市

大竹字作
さく

82 番地１他に所在する東下原遺跡・白根古墳群（遺跡コード SG133）の埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

２．�調査は、国庫・県費補助事業として、千葉県教育委員会の指導を受けて、発掘作業から調査報告書刊行

までの業務を袖ケ浦市教育委員会が行った。

３．発掘作業の期間と調査担当者は、次のとおりである。

　　　笊田遺跡第５次調査　　　令和４年３月９日～同年３月23日　鎌田望里・能城秀喜

　　　東下原遺跡・白根古墳群　令和５年１月18日～同年２月６日　鎌田望里・田中大介

４．今回の調査に伴う出土遺物・記録類は、袖ケ浦市教育委員会で保管している。

５．�発掘作業から調査報告書刊行に至るまで、千葉県教育委員会・藤田観光株式会社カメリアヒルズカント

リークラブ・千葉県森林組合南部支所の関係者の方々からご指導・ご協力をいただいた。記して謝意を

表したい。

凡　　例

１．本書で使用した地形図は、次のとおりである。

第１図　国土地理院発行　１：25,000 地形図　「上総横田」

第２図　袖ケ浦市発行　　１：2,500 地形図 　「袖ケ浦市地形図　№ 44」（令和２年 11 月調整）

袖ケ浦市発行　　１：2,500 地形図 　「袖ケ浦市地形図　№ 47」（令和２年 11 月調整）

第４図　袖ケ浦市発行　　１：2,500 地形図 　「袖ケ浦市地形図　№ 44」（令和２年 11 月調整）

２．�第２図は、上記の「袖ケ浦市地形図　№ 44」「袖ケ浦市地形図　47」（世界測地系座標Ⅸ系）を基図として、

『袖ヶ浦町大竹遺跡発掘調査報告書』（千葉県文化財保護協会 1976）第３図と『笊田遺跡・三ツ田台遺跡・

大竹古墳群（１）』（（財）君津郡市文化財センター 1991）第 17 図（日本測地系座標Ⅸ系）に掲載された

トレンチ配置図を合成して作図した。なお、日本測地系座標Ⅸ系から世界測地系座標Ⅸ系への変換は、北

方向に 355 ｍ、西方向に 293 ｍ移動して行った。

３．遺物実測図（断面図）に記した記号等は、次のとおりである。

■繊維混入痕跡

ＹＲ・ＪＬ：�Ｙは撚糸文、Ｊは斜縄文、Ｒ・Ｌは撚り方向、縦書きは縦方向施文、横書きは横方向施

文を示す。
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序　　章

　第１節　調査に至る経緯

袖ケ浦市教育委員会では、市内に所在する周知の埋蔵文化財包蔵地内において計画される中小企業等の開

発行為に際して、遺跡の実態を把握するために国及び県の補助を受けて、確認調査を実施している。

令和３年度は、宅地造成に伴う宮ノ後遺跡（第５次調査）・中ノ台古墳群の確認調査・発掘調査報告書刊

行と、ゴルフ場内店舗建設に伴う笊田遺跡（第５次調査）の確認調査を行った。

また、令和４年度は、森林の皆伐再造林事業に伴う東下原遺跡・白根古墳群の確認調査を行った。

　第２節　調査組織

　調査組織は、次のとおりである。

　　袖ケ浦市教育委員会　令和３年度

　　　教育長　御園　朋夫　　教育部長　根本　博之　　教育部次長（教育総務課長）　　小阪　潤一郎

　　　生涯学習課長　高浦　正充　　　　生涯学習課副課長兼文化振興班長　稲葉　理恵

　　　主幹　能城　秀喜（調査担当）　　 主査　柳井　健　　学芸員　鎌田　望里（調査担当）

　　　学芸員　助川　諒　　　調査員　浅野　雅則

　　袖ケ浦市教育委員会　令和４年度

　　　教育長　御園　朋夫　　 教育部長　小阪　潤一郎 　　教育部次長（教育総務課長）　　渡邊　弘

　　　教育部参事（生涯学習課長）　 高浦　正充　　　      主　幹　能城　秀喜（整理担当）

　　　文化振興班長　田中　大介（調査担当）　　副主査　石井　祐樹　　学芸員　鎌田　望里（調査担当）

　　　学芸員　助川　諒　　　調査員　浅野　雅則 

　第３節　遺跡の位置と周辺の環境

　笊田遺跡と東下原遺跡・白根古墳群は、袖ケ浦市大竹に所在し、清澄山山系に源を発する小櫃川の中流域

左岸（南岸）の台地上に位置する。鉄道最寄り駅のＪＲ久留里線・横田駅からは、笊田遺跡は南方向約 2.2 ㎞、

東下原遺跡・白根古墳群は南南西方向約 1.8 ㎞の地点に当たり、両遺跡の調査地点の直線距離は約 0.7 ㎞で

ある。周辺区域は、台地上には滝の口向台遺跡・滝の口向台古墳群、打越北上原古墳群、嘉登Ａ遺跡、上宮

田台遺跡、林遺跡などが、小櫃川の沖積地上には横田郷遺跡などが所在している（第１図）。

　笊田遺跡は、大竹遺跡群を成す遺跡の一つで、遺跡は標高 70 ～ 80 ｍほどの台地上に位置している。大竹

遺跡群は、カメリアヒルズカントリークラブの建設・増設に伴って昭和 50 年（1975）以降に断続的に発掘

調査が行われている遺跡の総称である（第１図）。カメリアヒルズカントリークラブ建設に伴って大竹遺跡

群の発掘調査が初めて行われたのは昭和 50 年８月～９月で、この時は笊田遺跡（当時の遺跡名は大竹遺跡）

に５本のトレンチによる確認調査が行われた。この確認調査の後はゴルフ場建設事業が凍結されていたが、

昭和 61 年度に事業の仮認可申請が認められ、笊田遺跡では昭和 61・63 年度に（財）君津郡市文化財センター

によって確認調査・本調査が行われた（第１表、第２図）。

　一方、東下原遺跡・白根古墳群は、標高 30～ 55 ｍほどの台地上に位置し、今回が初めての発掘調査となる。

東下原遺跡は縄文時代・弥生時代後期・古墳時代後期の包蔵地、白根古墳群は円墳９基から成る古墳群とし

て周知されている。
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第１図　笊田遺跡、東下原遺跡・白根古墳群の位置と周辺遺跡

大竹遺跡群：ａ.三ツ田台遺跡・三ツ田台古墳群、ｂ.上南原遺跡、Ｃ.二又堀遺跡・二又堀古墳群、ｄ.向神納里遺跡・向

神納里古墳群、ｅ.狐谷遺跡・狐谷古墳群、ｆ.尾畑台遺跡・尾畑台古墳群・尾畑台塚群、ｇ.内出原遺跡・内出原古墳群

周辺主要遺跡：１．横田郷遺跡、２．滝の口向台遺跡・滝の口向台古墳群、３．打越北上原古墳群、４．嘉登Ａ遺跡、５．上

宮田台遺跡、６．林遺跡

第１表　笊田遺跡の調査歴

第２図　笊田遺跡（１）～（５）調査区域図

第１章　笊田遺跡（５）

　第１節　発掘調査の方法と経過

　発掘調査は、袖ケ浦市大竹字筑田 311 番地１のゴルフ場内の芝生地 425 ㎡を対象として確認調査を行った。

調査対象区域は、北側のビューラウンジ施設建設予定地と、南側の双円形のイベント広場建設予定地の２地

点である（第３図）。

　調査方法はトレンチ法とし、業者委託によって多角点・水準点測量杭を設定し、世界測地系座標Ⅸ系に基

づいてトレンチを設定した。その後にゴルフ場側がトレンチ設定地点の芝生を剥ぎ取り、バックホー 0.2を使

用して原則としてソフトローム層（基本土層Ⅶ層、第３図）上面を遺構確認面として掘削した。トレンチ・遺

構の平面実測には、平板を使用した。調査終了後は、バックホー 0.2によりすべてのトレンチを埋め戻した。

調　査
調査 

年度
調査機関 調査区分

調査対象 
面積（㎡）

検　出　遺　構 備　考

－ S50
大竹遺跡発掘
調査団

確認調査
竪穴住居跡1軒（弥生後期）、火葬墓 1基（平安）、炭焼窯
跡1基（近世）、溝跡 3条、遺物包含層（縄文早期）

1～5号トレ
ンチ

笊田遺跡 (1) S61

（財）君津郡市
文化財セン
ター

確認調査
3,600/
  440,000

竪穴住居跡93軒（縄文前期～後期、弥生中期・後期、古
墳前期）、円墳跡 2基、土坑86基、溝跡13条

君文セ年報
№5

笊田遺跡 (2)

S63

確認調査 522/9,130 竪穴住居跡5軒（縄文早期1、平安4）､土坑11基、溝跡3条
君文セ年報
№7

笊田遺跡 (3) 本調査 1,244
竪穴住居跡16軒（縄文後期、弥生中期～古墳前期）、土
坑5基、溝跡 2条

第1地点

笊田遺跡 (4) 本調査 300 遺構なし 第2地点



4 5

　発掘調査の経過の概要は、次のとおりである。　３月９日　基準点測量開始。３月11日　多角点・水準点

測量杭を設置した後にトレンチを設定。３月12～13日　ゴルフ場側による芝生の除去。３月14日　バック

ホー0.2を搬入してトレンチを掘削。同日中にバックホーを搬出。３月15～17日　遺構検出・実測・写真撮影。

３月23日　バックホー0.2を搬入して、埋め戻し作業を実施。器材撤収・後片付けを行って、調査を終了した。

第３図　笊田遺跡（５）　調査区域全体図・土層断面図・出土遺物実測図

　第２節　調査成果（第３図、第２表、写真図版１・２）

　今回の調査で確認した遺構は、竪穴住居跡１軒、土坑１基、道路跡１条、遺物包含層１か所である。竪穴

住居跡は、出土遺物はなかったが、縄文時代のものだと考えられる。土坑は、大浦山式土器１点 122.15 ｇ（第

３図２）と礫３点 45.80 ｇ（うち被熱礫２点 35.59 ｇ）が出土したので、縄文時代早期のものだと判断した。

道路跡からは、条痕文系土器１点（第３図３）、弥生土器１点（第３図９）、礫４点 203.96 ｇ（うち被熱礫２

点 189.82 ｇ）が出土したが、共伴遺物はなかった。その他に、各トレンチのソフトローム漸移層（基本土層

Ⅵ層）から縄文時代早期の土器と礫が出土したので、調査区域のほぼ全域に遺物包含層があると判断した。

　出土遺物の総量は、第２表に示したとおりである。出土土器は、弥生時代後期の壷形土器片１点以外はす

べて縄文土器片で、古墳時代以降の遺物は認められなかった。

　第３図に、今回の調査で出土した主な遺物を図示した。１～８・10は縄文土器。１・２は早期撚糸文系・

大浦山式土器の胴部破片で、別個体だと考えられる。ともに外面に撚糸文Ｌを横方向に施文している。３～

６は早期・条痕文系土器。３は子母口式土器で、外面に横方向の条痕を施文しており、内面は横方向のナデ

である。胎土には繊維混入痕跡は認められず、焼成は非常に良好である。４は口縁部片で、調整は外内面と

も横方向のナデ。５は胴部片で、外内面とも条痕文が施されている。６も胴部片で、調整は外内面とも横方

向のナデである。７・８・10は後期の土器。７は加曽利Ｂ式の精製土器だと考えられる胴部片で、焼成は非

常に良好。８は加曽利Ｂ式土器の粗製土器の胴部片。10は曽谷式土器の粗製土器の同一個体片で、地文には

斜縄文を使用していない。９は弥生時代後期の壷形土器の胴部片。11はチャート製の石鏃。完形で、長さ 19

㎜・幅 16㎜・厚さ４㎜・重量 0.92 ｇ。

　なお、遺構を確認した 404㎡については令和４年７月 13日から同年９月 15日まで本調査（笊田遺跡第６次

調査）を行っているので、その調査成果は『千葉県袖ケ浦市　笊田遺跡（６）』を参照願いたい。

第２表　笊田遺跡（５）　 出土遺物一覧表
（１）土器（点数・重量は接合作業前）

トレン

チ名

撚糸文系土器
条痕文系土器

縄文時代後期 弥生土器 
（後期）

合　　計
大浦山式土器 細分型式不明 加曽利Ｂ式土器 曽谷式土器

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)
１Ｔ 2 168.10 2 19.28 1 11.38 0 0.00 5 81.42 0 0.00 10 280.18 

２Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

３Ｔ 0 0.00 0 0.00 1 2.88 1 4.40 0 0.00 0 0.00 2 7.28 

４Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

５Ｔ 0 0.00 0 0.00 1 4.89 1 11.98 0 0.00 0 0.00 2 16.87 

６Ｔ 0 0.00 0 0.00 1 3.43 0 0.00 0 0.00 1 5.34 2 8.77 

表採 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

合　計 2 168.10 2 19.28 4 22.58 2 16.38 5 81.42 1 5.34 16 313.10 

（２）石器類・礫

トレン 

チ名

石器
礫

備　　考完形 うち被熱 破砕 うち被熱 合　計

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)

１Ｔ 0 0.00 11 802.26 3 244.49 32 1,634.44 19 1,195.75 43 2,436.70 

２Ｔ 0 0.00 1 65.67 1 65.67 8 330.06 4 120.88 9 395.73 

３Ｔ 0 0.00 3 196.11 1 114.81 4 470.86 3 399.88 7 666.97 
４Ｔ 0 0.00 3 329.31 1 146.79 4 298.61 2 93.19 7 627.92 完形・被熱・

煤付着礫１点
146.79 ｇ。

５Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

６Ｔ 0 0.00 3 474.19 1 273.91 7 364.20 4 269.78 10 838.39 

表採 1 0.92 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 石鏃

合　計 1 0.92 21 1,867.54 7 845.67 55 3,098.17 32 2,079.48 76 4,965.71 
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第２章　東下原遺跡・白根古墳群

　第１節　発掘調査の方法と経過

　発掘調査は、事業区域である袖ケ浦市大竹字作

82番地１・87番地１の各一部の山林 4,000 ㎡のう

ち、東下原遺跡に属する台地上の 1,436 ㎡（第４図）

を対象として確認調査を行った。

　調査方法はトレンチ法とし、樹木伐採後に痩せ

尾根状の地形に合わせて原則として南西～北東方

向に向けてトレンチを設定し、業者委託によって

多角点・水準点測量杭を設定した。表土除去には

バックホー 0.2 を使用し、トレンチ・遺構の平面

実測には平板を使用した。調査終了後は、バックホー 0.2によってすべてのトレンチを埋め戻した。

　発掘調査の経過の概要は、次のとおりである。１月 18日　バックホー搬入、環境整備。１月 19～ 20 日　

トレンチ掘削。１月24～25日　基準点測量実施。１月25～31日　遺構確認。１月31日～２月１日　平面・

土層断面実測。２月６日　バックホーによる埋め戻し作業。器材撤収・後片付けを行って、調査を終了した。

　第２節　調査成果（第５・６図、

第３表、写真図版２・３）

　今回の調査で確認した遺構は、竪穴住

居跡３軒、土坑１基、道路跡２条である。

１トレンチでは、竪穴住居跡２軒と土坑

１基が重複していた。南側の住居跡は土

坑に切断されており、北側の住居跡は遺

構確認面上で床面を確認した（第５図）。

住居跡の構築時期は、出土遺物から古墳

時代前期であったと考えられる。２トレ

第５図　東下原遺跡・白根古墳群　調査区域全体図

第６図　東下原遺跡・白根古墳群　出土遺物実測図

第３表　東下原遺跡・白根古墳群　出土遺物一覧表

第４図　東下原遺跡・白根古墳群　調査区域図

（１）土器（点数・重量は接合作業前）

トレン

チ名

縄文土器 弥　生　土　器 古　墳　時　代 中近世
かわらけ

合　　計
条痕文系土器 中　期 後　期 土 師 器 埴　輪

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)

１Ｔ 0 0.00 0 0.00 6 33.42 67 285.62 2 48.52 1 9.20 76 376.76 

２Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 182 435.63 0 0.00 0 0.00 182 435.63 

３Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 1 0.89 0 0.00 0 0.00 1 0.89 

４Ｔ 0 0.00 0 0.00 3 30.64 5 22.20 0 0.00 0 0.00 8 52.84 

５Ｔ 2 25.50 0 0.00 0 0.00 6 63.98 0 0.00 0 0.00 8 89.48 

６Ｔ 0 0.00 1 22.60 1 10.44 3 13.43 0 0.00 0 0.00 5 46.47 

表採 0 0.00 0 0.00 3 43.77 7 61.80 0 0.00 0 0.00 10 105.57 

試掘 1 4.18 0 0.00 2 25.64 10 166.32 0 0.00 0 0.00 13 196.14 

合　計 3 29.68 1 22.60 15 143.91 281 1,049.87 2 48.52 1 9.20 303 1,303.78 

（２）石器類・礫・その他

トレン 

チ名

石器
礫

その他
備　　考非被熱 被　熱 合計

点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g) 点数 重量 (g)

１Ｔ 1 2.90 6 314.40 4 66.75 10 381.15 1 0.31 剥片（黒曜石）1点、炭化物1点

２Ｔ 0 0.00 1 24.13 0 0.00 1 24.13 0 0.00 

３Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

４Ｔ 0 0.00 3 86.86 1 17.08 4 103.94 0 0.00 

５Ｔ 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 0 0.00 

６Ｔ 0 0.00 3 152.12 4 181.41 7 333.53 0 0.00 

表採 0 0.00 0 0.00 2 464.44 2 464.44 0 0.00 

試掘 0 0.00 14 276.01 6 282.27 20 558.28 1 25.56 土製品 ?1 点

合　計 1 2.90 27 853.52 17 1,011.95 44 1,865.47 2 25.87 
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ンチでは、竪穴住居跡１軒を確認した。この住居跡は床面の直上まで削平されていたが、古墳時代前期の甕

形土器（第６図 10～ 12・15）が破砕した状態で出土した（写真図版３－ 17）。４・６トレンチでは、南

西～北東方向を走行する道路跡を確認した。両トレンチの間隔が約 39 ｍもあるので断定はできないが、走

行方向がほぼ一致するので、両者は同一遺構なのかもしれない。

　出土遺物は、総量を第３表に、主な遺物を第６図に示した。１・２は縄文時代早期の条痕文系土器で、と

もに胎土には繊維混入痕が認められた。１は、外面は横方向に条痕文を施した後に縦方向の浅い沈線文を施

文している。野島式土器であろうか。３は、弥生時代中期の宮ノ台式土器の甕形土器の口縁部片。口唇部は、

内側から竹簡状工具を押し当てて、刻目文を施している。調整は、外面は横方向のハケで、内面は横方向の

丁寧なヘラナデで、外面の一部には煤が付着している。４～９は弥生時代後期の土器。４は浅鉢形土器。５

は壷形土器の頚部片で、外内面とも赤彩が明瞭に残っている。６～９は甕形土器。６は、口唇部に刻目文を

施し、その下部に浅い沈線を１条巡らしている。外面には煤の付着が認められた。７は、肥厚した口唇部と

口辺部に刻目文を巡らしている。８は口辺部片で、粘土の輪積みを残している。９は口辺下部～胴上部の破片

で、粘土の輪積み部にヘラ状工具による刻目文を巡らしている。10～ 19は、古墳時代前期の土師器で、10～

15は甕形土器。10・11は同一個体の口縁部～頚部片。調整は、外内面とも横方向のヘラナデ。12は頚部片で、

調整は外内面ともハケ。13は胴部片で、調整は外内面ともハケ。14も胴部片で、調整は外面は斜め方向、内

面は横のヘラナデ。15は底部片で、推定底径 8.4 ㎝・現存高 3.8 ㎝。底面には木葉痕を有し、調整は外内面

ともヘラナデ。図示した資料の他に、接合しない同一個体片が27.72ｇある。16～18は鉢形土器の口縁部片で、

18は外内面とも赤彩が明瞭に残っている。19は小型器台の脚上部片。20は土師器だが、製作時期・器種は不

明。調整は、外面は斜め方向の指ナデ、内面は横方向のヘラナデ。21・22は埴輪片だと考えられ、今回の調

査では２点出土した。21は外面に凸帯が巡らされている。調整は、外内面とも横方向の指ナデ。22は底部片で、

推定底径 9.6㎝・現存高 2.4㎝で、円筒埴輪としては小型である。調整は、外面は横方向の指ナデ、内面は横・

斜め方向の指ナデ、底面は指ナデの後にミガキ。23は中・近世のカワラケの皿で、今回の調査では１点出土した。

全体の 1/8程度が遺存し、推定口径 9.0㎝・推定底径 6.7㎝・器高 0.9㎝。ロクロ成型で、底面には回転糸切

り痕が認められる。24は黒曜石製の剥片。完形で、長さ 20㎜・幅 20㎜。厚さ９㎜・重量 2.90 ｇ。

　第３節　まとめ

　今回の調査では、２トレンチ以南から古墳時代前期の竪穴住居跡を３軒確認した。出土遺物としては、弥

生時代中期～古墳時代前期の土器などが出土している。弥生時代中期～古墳時代前期の集落跡は、小支谷を

隔てて東下原遺跡と対峙している笊田遺跡の第１地点（第２図）でも検出されている。東下原遺跡でも２ト

レンチ以南に、笊田遺跡第１地点と同一時期に集落が形成されていたと考えられる。

　また、断片的な資料だが、埴輪片２点の出土が注目できる。このことは、白根古墳群の中に埴輪を伴うも

のがあったことを示唆しているだろう。東下原遺跡周辺地域において埴輪を伴う古墳は、向神納里３号墳（円

墳）と尾畑台５号墳（円墳）が知られている（第１図）。

参考文献
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・（財）君津郡市文化財センター　1995 年３月　 『千葉県袖ケ浦市　大竹遺跡群発掘調査報告書Ⅳ』
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１　笊田遺跡（５）　 調査前風景（北西→） ２　笊田遺跡（５）　 表土除去風景（北→）

図版 1笊田遺跡 （５）

３　笊田遺跡（５）　 １トレンチ（南→）

５　笊田遺跡（５）　 ３トレンチ（南→） 

７　笊田遺跡（５）　 ５トレンチ（北東→）

４　笊田遺跡（５）　 ２トレンチ（北→）

６　笊田遺跡（５）　 ４トレンチ（南西→）

８　笊田遺跡（５） 　５トレンチ南壁土層断面（北→）



笊田遺跡 （５）、 東下原遺跡 ・白根古墳群 図版３図版２ 東下原遺跡 ・白根古墳群

９　笊田遺跡（５）　 ６トレンチ（西→） 17 東下原遺跡･白根古墳群 ２トレンチ遺物出土状況（南東→）10　笊田遺跡（５）　 ６トレンチ南壁土層断面（北→） 18　東下原遺跡・白根古墳群　２トレンチ（北→）

11　笊田遺跡（５）　調査終了後風景（北東→） 19　東下原遺跡・白根古墳群　３トレンチ（北東→）

13　東下原遺跡・白根古墳群　調査前風景（北→）

東下原遺跡

笊田遺跡

21　東下原遺跡・白根古墳群　５トレンチ（東→）

15　東下原遺跡・白根古墳群　調査風景（北東→） 23　東下原遺跡・白根古墳群　調査終了後風景（北東→）

12　笊田遺跡（５） 　出土遺物 20　東下原遺跡・白根古墳群　４トレンチ（北東→）

14　東下原遺跡・白根古墳群　表土除去風景（北東→）  22　東下原遺跡・白根古墳群　６トレンチ（南東→）

16　東下原遺跡・白根古墳群　１トレンチ（北東→） 24　東下原遺跡・白根古墳群　出土遺物
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千
ち

葉
ば

県
けん

袖
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

大
おお

竹
たけ
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筑
つき

田
だ

311番地１
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～

20220323

49/425 ゴルフ場内

店舗建設
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ね
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ち
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市
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あざ
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82番地１・87番地１の

一部

12229 SG133 35°37′03″ 140°01′51″ 20230118

～

20230206

50/1,436 森林伐採・

植林

所収遺跡名 種　別 主な時代 主 な 遺 構 主な遺物 特 記 事 項

笊田遺跡

（５）

包蔵地 縄文時代　

弥生時代　

中近世

縄文時代竪穴住居跡 1 軒、縄文時

代早期土坑１基、中・近世道路跡

１条、縄文時代早期遺物包含層１

か所

縄文土器、

弥生土器、

石鏃、礫

調査区域全域で縄文時代早期の遺

物包含層を確認した。

東下原遺跡

白根古墳群

包蔵地

古墳群

縄文時代

弥生時代

古墳時代

古墳時代竪穴住居跡３軒、土坑

1基、近世道路跡２条

縄文土器、

弥生土器、

土師器、埴

輪、石器、礫

重複した古墳時代の遺構を確認し

た。また、埴輪片２点が出土した。

要　　約
笊田遺跡（５）では、縄文時代の竪穴住居跡１軒・土坑１基や、早期の遺物包含層などを確認した。
東下原遺跡・白根古墳群では、古墳時代の竪穴住居跡３軒などを確認した。出土遺物の中には埴輪片があり、
白根古墳群の中に埴輪を伴うものがあったことを示唆している。




